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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 酸 化 体 の 入 口 （ ２ ） 、 燃 焼 生 成 物 の 出 口 （ ３ ） 、 及 び 前 記 入 口 （ ２ ）
と 出 口 （ ３ ） 間 の 流 路 （ ４ ） を 備 え た 酸 化 反 応 室 （ １ ） 、
　 前 記 酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 に て 複 数 の 燃 料 ノ ズ ル （ ６ ） に 燃 料 混 合 物 を 送 る こ と が で き る
燃 料 導 管 （ ５ ） で あ っ て 、 各 ノ ズ ル （ ６ ） は 前 記 入 口 （ ２ ） と 出 口 （ ３ ） 間 の 流 路 （ ４ ）
に 沿 っ て 燃 料 導 管 （ ５ ） 内 か ら 前 記 酸 化 反 応 室 （ １ ） に 連 通 し て い る 前 記 燃 料 導 管 （ ５ ）
、
　 前 記 酸 化 反 応 室 の 入 口 （ ２ ） に 連 通 し た 予 熱 器 （ ７ ） で あ っ て 化 体 と 酸 化 反 応 室 の
入 口 （ ２ ） に 最 も 近 い 燃 料 ノ ズ ル （ ６ ） か ら の 燃 料 が の 自 然 発 火 温 度
よ り 高 く な る よ う 酸 化 体 の 温 度 を 上 げ る こ と が で き る 前 記 予 熱 器 （ ７ ） 、
を 含 む プ ロ セ ス ヒ ー タ ー で あ っ て 、 酸 化 セ ク シ ョ ン か ら 伝 え ら れ る 熱 は 、 各 燃 料 ノ ズ ル （
６ ） に 隣 接 し た 酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 の 混 合 物 の 温 度 を 、 そ の 燃 焼 ノ ズ ル （ ６ ） に 隣 接 し た
酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 の 混 合 物 の 自 然 発 火 温 度 よ り 低 く し な い 前 記 プ ロ セ ス ヒ ー
タ ー に 於 い て 、
　 該 ヒ ー タ ー が 前 記 酸 化 反 応 室 （ １ ） と 熱 交 換 を 行 う 吸 熱 反 応 プ ロ セ ス 室 （ ８ ） を さ ら に
含 む こ と を 特 徴 と す る プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 コ ー ク ス 抑 制 剤 注 入 装 置 （ ９ ） を さ ら に 含 み 、 こ の コ ー ク ス 抑 制 注 入
装 置 は 燃 料 供 給 導 管 （ ５ ） に 連 通 し 、 供 給 さ れ る 所 定 量 の コ ー ク ス 抑 制 剤 が 、 燃 料 導 管 （
５ ） の 動 作 温 度 に て コ ー ク ス の 生 成 を 有 効 に 抑 制 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー
。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 燃 料 導 管 （ ５ ） が 酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 に て 本 質 的 に 中 心 に 配 置 さ れ た
管 状 導 管 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
　 　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 酸 化 反 応 室 （ １ ） が プ ロ セ ス 室 （ ８ ） 内 に て 本 質 的 に 中 心 に 配
置 さ れ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
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　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 プ ロ セ ス 室 （ ８ ） が オ レ フ ィ ン を 製 造 す る た め の 熱 分 解 反 応 室 で
あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 プ ロ セ ス 室 （ ８ ） が 蒸 気 メ タ ン 改 質 反 応 室 と し て 有 効 で あ る 、 請
求 項 １ 記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 プ ロ セ ス ヒ ー タ ー が エ チ ル ベ ン ゼ ン 脱 水 素 ヒ ー タ ー で あ る 、 請 求 項 １
記 載 の プ ロ セ ス ヒ ー タ ー 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 酸 化 体 の 入 口 （ ２ ） 、 燃 焼 生 成 物 の 出 口 （ ３ ） 及 び 入 口 （ ２ ） と 出 口
（ ３ ） の 間 の 流 路 （ ４ ） を 有 す る 酸 化 反 応 室 （ １ ） に よ り プ ロ セ ス に 熱 を 加 え る 方 法 で あ
っ て 、
　 燃 料 を 与 え る 工 程 、
　 ヒ ー タ ー の 動 作 温 度 に て コ ー ク ス の 生 成 を 抑 制 す る の に 効 果 的 な 量 の コ ー ク ス 抑 制 剤 成
分 を 燃 料 に 加 え る 工 程 、
　 酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 に お い て 前 記 入 口 （ ２ ） と 出 口 （ ３ ） 間 の 前 記 流 路 （ ４ ） に 沿 っ て
設 け ら れ た 複 数 の 燃 料 ノ ズ ル （ ６ ） に 燃 料 混 合 物 を 送 る 工 程 、
　 合 し た 酸 化 体 と 酸 化 反 応 室 の 入 口 （ ２ ） に 最 も 近 い 燃 料 ノ ズ ル （ ６ ） か ら の 燃 料

が の 自 然 発 火 温 度 よ り 高 く な る よ う 酸 化 体 を 予 熱 す る 工 程 、
を 含 み 、
　 酸 化 反 応 室 （ １ ） か ら の 熱 を 前 記 酸 化 反 応 室 （ １ ） と 熱 交 換 を 行 う 吸 熱 反 応 プ ロ セ ス 室
（ ８ ） に 送 る こ と を さ ら に 含 み 、 酸 化 セ ク シ ョ ン か ら 伝 え ら れ る 熱 は 、 各 燃 料 ノ ズ ル （ ６
） に 隣 接 し た 酸 化 反 応 室 （ １ ） 内 の 混 合 物 の 温 度 を 、 そ の 燃 焼 ノ ズ ル （ ６ ） に 隣 接 し た 酸
化 反 応 室 （ １ ） 内 の 混 合 物 の 自 然 発 火 温 度 よ り 低 く し な い こ と を 特 徴 と す る 上
記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 上 記 プ ロ セ ス が 蒸 気 メ タ ン 改 質 プ ロ セ ス で あ る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 上 記 プ ロ セ ス が オ レ フ ィ ン を 製 造 す る た め の 熱 分 解 反 応 で あ る 、 請
求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 上 記 プ ロ セ ス が エ チ ル ベ ン ゼ ン 脱 水 素 プ ロ セ ス で あ る 、 請 求 項 ８ 記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 コ ー ク ス 抑 制 剤 成 分 を 二 酸 化 炭 素 と 蒸 気 か ら 成 る グ ル ー プ か ら 選 択
す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。 　 　
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